
第4章研究室訪問

堀里子教授

ほり・さとこ●地域医療の現場から、医療者や患者・消費者を通じて市販後情報を効率的

に収集するシステムの開発に取り組んでいる。さらに、収集した市販後情報の解析・評価に

より、薬物治療の適正化のための新規エビデンスの構築や投薬ミス防止システムの開発を

進めている。自由で柔軟な発想を大切にしながら、 “薬の安心安全''を推進する学際的な情

報学研究の発展とそれらを支える人材育成を担っていきたいと考えている。
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市販後の情報を薬物治療の適正化と医療安全に活用
薬
は
開
発
か
ら
市
場
に
出
る
ま
で
の

間
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
験
に
よ
り
有
効
性

や
安
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
市
販
後
に

副
作
用
が
発
生
し
た
場
合
は
、
医
療
者

が
関
係
機
関
に
報
告
す
る
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
販
後
は
使
用
患
者

数
が
急
激
に
増
加
す
る
と
と
も
に
、
使

薬
物
治
療
の
適
正
化
と
医
療
安
全
に
貢
献
す
る
。

患
者
の
声
を
も
と
に
、

｜

テ

ル

歴

卜

勃

葎

毎

壼

電

壼

弓

皿

し

曇

急
副作用報告

インシデント報告

(誤薬､転倒）

》
》 ｜ ";屋F悪

習彗画学
團藻”

患者X

桐

患者テキスト

(ソーシャルメディア等）
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予測

副作用予測

リスクアセスメント 用
患
者
の
状
況
も
多
様
化
す
る
こ
と
か

ら
、
開
発
段
階
で
は
判
明
し
て
い
な

か
っ
た
副
作
用
な
ど
が
発
現
す
る
こ
と

が
あ
る
か
ら
で
す
。
市
販
後
の
情
報
が

蓄
積
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
、
薬
の
安
全

性
の
向
上
、
使
い
方
の
改
善
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

薬
を
よ
り
安
全
で
効
果
が
あ
り
、
使
い

安
全
で
効
果
が
あ
り
、
使
い

や
す
い
も
の
へ
と
育
て
て

い
く
取
り
組
み
を
育
薬
と

い
い
ま
す
。

育
薬
に
は
患
者
の
協
力

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
患
者
の
中
に
は
疾
患
や

副
作
用
の
症
状
、
二
ｌ
ズ
等

を
医
療
者
に
伝
え
ず
に
我

慢
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
市
販

後
に
収
集
さ
れ
る
情
報
の

多
く
は
、
医
療
者
か
ら
報
告

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
患
者

か
ら
の
報
告
は
十
分
で
は

な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ

で
私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、

従
来
拾
い
き
れ
な
い
患
者

の
声
を
収
集
す
る
仕
組
み

を
つ
く
っ
た
り
、
こ
の
情
報

を
解
析
す
る
手
法
を
開
発

す
る
こ
と
で
、
患
者
が
も
つ

情
報
を
よ
り
安
全
で
適
切

I

臺

峠

な
薬
物
治
療
の
実
現
に
活
か
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

患
者
に
治
療
や
薬
に
ま
つ
わ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
発
信
し
て
も
ら
う
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
た
り
、
薬
局
に
お
い
て
患
者
自
身

が
薬
剤
師
に
症
状
を
伝
え
や
す
く
す

る
支
援
ア
プ
リ
を
作
成
し
た
り
し
て
、

患
者
の
声
を
医
療
に
役
立
て
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
（
闘
病
記
ブ
ロ

グ
ほ
か
）
か
ら
得
ら
れ
る
患
者
テ
キ
ス

ト
か
ら
薬
物
治
療
に
伴
う
副
作
用
症

状
や
悩
み
を
自
動
抽
出
す
る
機
械
学

習
モ
デ
ル
に
基
づ
く
自
然
言
語
処
理

シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
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患者の自覚症状聞き取りアプリ

｢患者が容易に自覚可能な副作用症状リスト」を作成し、このリストを搭

載した症状聞き取りアプリを開発した｡現在は､薬剤師による副作用モ

ニタリング支援を目指して､薬局での実証試験を進めている。
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解析結果を吟味 地域住民を対象にしたワークシヨツプ機械学習モデル・プログラムを構築
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寂えて症状や ー＝－－ ‐一

風になることを茜してください


